
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

工法 製品 材料 機械 システム

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無　※分類の詳細は（その８）参照

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要※ホームページでの検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？（新規性についてではない）

②従来はどのような技術で対応していたか？（従来の技術についてのみ記載する。新技術との比較ではない）

③公共工事のどこに適用できるか？

高さ制限4.5ｍ以上、8.5ｍ未満の現場で、効率良く鋼矢板やＨ型鋼や基礎杭を打設するためのプレボー
リングの技術であり、特に硬質地盤での効果が高い。

大口径ボーリングマシン工
リバースサーキュレーション工法
低空頭用全回転工法

橋梁桁下、都市部地下、電線下、鉄道近接など、高さ制限のある現場での基礎工事

会社名

担当部署

担当者

住　所 　新潟市北区下大谷内378-41

　025-259-9005

橋梁の桁下など高さ制限のあるところで山留工の鋼矢板やＨ型鋼を効率良く打設するためのプレボーリ
ングの技術であり、特に硬質地盤での効果が高い。

h.hatakeyama@mltsoil.co.jp

  http://www.mltsoil.co.jp

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

分　野

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心

硬質地盤、玉石、杭、鋼矢板、低空頭、空頭制限

株式会社　エムエルティーソイル

リサイクル

環境

2020D106

2020.9.23

2021.3.1

2018年1月

技術名称

商標名等

低空頭ＭＬＴ工法

低空頭ＭＬＴ工法

景観公共工事の品質確保・向上

Tel

Fax

　株式会社　エムエルティーソイル

　畠山　寛之

　025-259-2230

mailto:h.hatakeyama@mltsoil.co.jp


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果（～が～になる。～を～にすることができる。）

③アピールポイント

適用条件

適用範囲

留意事項

①適用可能な範囲
掘削径（標準）　φ500～φ650　掘削深さ　15ｍ

④関係法令等
新潟県土木工事標準仕様書、労働安全衛生法、騒音振動規制法

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元

④その他
特になし

①設計時
鋼矢板プレボーリングの場合、鋼矢板の型式により掘削径や柱列削孔のラップ長が異なる

②施工時
・施工ヤードの確保　最低幅5ｍ程度
・プレボーリング後の打込みで許容される振動、騒音の程度で打込用の機種を選定する

③維持管理時
特になし

②特に効果の高い適用範囲
掘削径　φ500　Ｌ＝10ｍ程度の硬質地盤

③適用できない範囲
・高さ　4.5ｍ以下
・法面などの傾斜地

技術名称 　低空頭ＭＬＴ工法 2020D106

③技術提供可能地域
全国

①自然条件
土質条件：粘性土、砂質土、岩塊玉石、軟岩、硬岩

②現場条件
・高さ　4.5ｍ以上、幅　5ｍ以上の施工ヤード
・平坦な地足場が必要（傾斜10度程度まで可能）

　・硬質地盤の現場での施工性が向上し、工程の短縮を図ることができる。

低空頭　狭隘地の硬質地盤を効率良く削孔できる技術である。

　・高さ制限のある場所での施工が可能となった。

　・オーガーの動作形態を、従来のワイヤーから、オーガーの左右に取り付けた油圧駆動の
　　伸縮脚としたことで、機体のマスト高（リーダー）を４ｍと低くすることができた。
　・ボーリングロッドに圧密コテ板を設け、無排土削孔を可能とした。
　・オーガが浮いた状態でマストに連結固定することで、オーガーを上げたまま移動可能とした。



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

同程度 低下 ( %）

同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

●従来技術の内訳

＜積算条件＞

掘削径 ： φ500　掘削深さ ： Ｌ＝10ｍ

地盤条件 ： レキ質土　5.0ｍ

　岩塊玉石　5.0ｍ

※Ｈ型鋼・充填材の材料費別途

※継ぎ溶接は別途

摘　　　要

土木一般世話役 3.02 人 64,628 国交省土木工事積算基準

諸雑費

30ＫＷ
16ｔ

6.04
6.04
3.02
1.07

1
1

特殊作業員
普通作業員

ボーリングマシン運転
ラフテレーンクレーン運転

23,500 26,085
22,500

基準数量： 1本 あたり

21,400 11,984 研究会歩掛り

360,232

　　　〃
45,000
9,500

40,000

25,200

　　　　　　　〃　　　　（28％）132,288

土木一般世話役 0.56 人
とび工 1.11 人

特殊作業員 0.56 人
普通作業員 0.56 人

クレーン運転
バックホウ

ビット損耗費
諸雑費

16ｔ

仕　　様 数量

1,100,831円

3.02日

単位
単価
(円)

金額
(円)

33%

19%

摘　　　要

あたり1本基準数量：

経済性

工期の短縮

比較する従来技術 大口径ボーリングマシン工

項目

経済性

工　程

基準数量

硬質地盤で工期短縮

向上（67％）

短縮（81％）

2020D106

0.56 日 345,450 193,452

　　　〃
12,600 　　　〃

19,000 10,640 　　　〃

新技術（A）

1 単位

360,232円

0.56日

従来技術（B) 変化値A/B（％）

本

比較の根拠活用の効果

泥水処理費不要

産廃の発生が少量

技術名称 低空頭ＭＬＴ工法

品　質

合　　計 1,100,831

ＭＬＴ機運転

0.28㎥

工　　程

安全性

施工性

周辺環境への影響

項　　目

合　　計

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

日
式

金額
(円)

21,400

式

22,500
19,000
36,100
45,000

ビット等損耗費

人
人
日

　　　　　　　〃
　　　　　　　〃

0.56
0.56
0.5
1

日
日
本
式

　　　　　　　〃
　　　　　　　〃
　　　　　　　〃　　　　（105％）

135,900
114,760
109,022
48,150

496,083

　　　〃　　　（レンタル）
　　　〃　　　（レンタル）
　　　〃
　　　〃　　　（18％）

5,320
20,000
54,951



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

単価　　　※硬岩、鉄筋コンクリートは別途積算 　（1ｍ当り）

粘性土

砂・砂礫

玉石混じり砂礫

岩塊・玉石

軟岩（Ⅰ）

軟岩（Ⅱ）

中硬岩

コンクリート

施工方法

① 低空頭機を本体、掘進機、スクリュー等をトレーラ　1台、大型トラック　2台で運搬、

② 現場でラフテレーンクレーン（25ｔ）で組立

③ 4ｍリーダー使用の場合は、1ｍのスクリューを順次継ぎ足し掘削する

④ 掘削完了後、スクリュー先端より根固液を噴射しながら順次引き抜く

⑤ Ｈ型鋼を、補助用クレーンで吊り込み、掘削孔に建て込む

⑥ Ｈ型鋼は分割した物を、溶接又はボルトで継ぎ足しながら建て込む

⑦ 全数完了後、ラフテレーンクレーンにて分解し、トレーラ、トラックで搬出する

※

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

参考値地質

696,000

348,000325,000

23,000

163,000

23,000

35,000

70,000

117,000

70,000

無筋

58,000

104,000

70,000 82,000

198,000

777,000

23,000

35,000

70,000

117,000

70,000

175,000

23,000

35,000

82,000

129,000

鋼矢板は連続柱列掘削でプレボーリングの後、周辺環境によりバイブロハンマ―又は圧入機で打抜を行う

2

580,000

290,000

638,000

383,000

①課題
掘削用のスクリューが、1本当り　1ｍ又は2ｍ　と短く、継足し切離し時間が施工時間の大半をしめる

②計画
縦に長い掘進機（オーガー）を横に広げ、1.5ｍ又は2.5ｍのスクリューを使用することで、施工時間の短
縮を図ることが可能

151,000

qu＝20～60Ｎ/㎜
2

技術名称 低空頭ＭＬＴ工法 2020D106

φ500 φ550 φ600 φ650

2㎜～75㎜

200㎜未満

300㎜未満

qu＝5Ｎ/㎜
2以下

qu＝5～20Ｎ/㎜
2

35,000

0

3

証明機関

制度名

番　　号

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　特　許

　民間等

第　6570184　号

他の機関による
評価・証明

　実用新案

番号



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

機械図

施工概略図

施工状況

技術名称 低空頭MLT工法 2020D106

橋りょう桁

橋脚



様式２

概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

2020年7月

Ｂ社 2019年8月

JRTT 大阪支社

2018年3月Ａ社

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

〃 〃

新潟県 長岡地域振興局

2019年7月～9月 渋海川（永盛橋）橋脚工事

2018年5月～6月 351号（防緊雪寒）防雪棚設置工事（1工区）

技術名称 低空頭ＭＬＴ工法 2020D106

工　事　名施工時期

北陸新幹線白山美沢野高架橋工事

生産システムＤ棟増築工事

溶解鋳造ピット9号建造工事



様式２

概要説明書（その７）

松林　健朗
新潟市中央区万代3-1-1
新潟メディアシップ11Ｆ

ケミカル
グラウト㈱

北陸営業所

尾形　恒夫

伊藤建設㈱ 建設部 清水　靖智

㈱大本組 土木本部

025（240）
8177

技術部 伊藤　彰浩

無排土孔壁
工法研究会

菅原　禎

本間技建㈱

㈱本間組 技術部

畠山　寛之 新潟市北区下大谷内378-41
025（259）

9005

企業名 担当部署

㈱エムエル
ティーソイル

h.hatakeyama
@mltsoil.co.jp

025（223）
5040

tadasi-
sugahara@hon
magumi.co.jp

itoua@honmagi
ken.co.jp

025（259）
2230

025（233）
6185

Ｅ－mailＦＡＸ

ogata@gw.ohm
oto.co.jp

0259（52）
3700

shimizu.yasuto
mo@ito-

kensetu.co.jo

matsubayashi
@chemikalgrou

t.co.jp

025（240）
8188

03（6752）
7056

新潟市中央区西湊町通
三ノ町3300-3

025（229）
8445

新潟市西区寺地983-3
025（233）

6181

東京都港区南青山5-9-15
青山ＯＨＭＯＴＯビル

03（6752）
7030

佐渡市長木675番地
0259（57）

3315

※登録№

新技術提供企業

2020D106

住所 ＴＥＬ

技術名称

担当者区分

低空頭ＭＬＴ工法

代
表

代
表
以
外

mailto:h.hatakeyama@mltsoil.co.jp
mailto:h.hatakeyama@mltsoil.co.jp
mailto:tadasi-sugahara@honmagumi.co.jp
mailto:tadasi-sugahara@honmagumi.co.jp
mailto:tadasi-sugahara@honmagumi.co.jp
mailto:itoua@honmagiken.co.jp
mailto:itoua@honmagiken.co.jp
mailto:ogata@gw.ohmoto.co.jp
mailto:ogata@gw.ohmoto.co.jp
mailto:shimizu.yasutomo@ito-kensetu.co.jo
mailto:shimizu.yasutomo@ito-kensetu.co.jo
mailto:shimizu.yasutomo@ito-kensetu.co.jo
mailto:k-matsubayashi@chemikalgrout.co.jp
mailto:k-matsubayashi@chemikalgrout.co.jp
mailto:k-matsubayashi@chemikalgrout.co.jp
mailto:k-matsubayashi@chemikalgrout.co.jp
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